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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

メタン発酵消化液と、メタン発酵消化液に対して一定の決められた比率の範囲内の量の堆

肥化可能余剰有機物とをタンク内に投入し、前記堆肥化可能余剰有機物と前記メタン発酵

消化液の混合物を撹拌し、嫌気性発酵をさせ、液肥とコプロダクツを生産する方法におい

て、前記コプロダクツは、ミミズの餌、または /および、ウジであるの液肥とコプロダク

ツを生産する方法。

【請求項２】

前記タンクは、上部が開放された形状である請求項１に記載の液肥とコプロダクツを生産

する方法。

【請求項３】

前記堆肥化可能余剰有機物の量を前記メタン発酵消化液の量の０．１～２０％とする請求

項１または２に記載の液肥とコプロダクツを生産する方法。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

本発明は、メタン発酵消化液と堆肥化可能余剰有機物から液肥とコプロダクツを生産する

方法に関する。

【背景技術】

【０００２】
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現 在 の 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 か ら 液 肥 を 製 造 す る た め に は 複 雑 な 工 程 が 含 ま れ て い る の で

、 経 済 性 に 富 ん だ も の で は な い 。 ま た 現 在 の 方 法 で は 、 そ の 工 程 を お こ な う た め に 、 高 価

な 設 備 、 機 械 を 必 要 と す る 。 そ の 結 果 、 現 在 の 方 法 や 工 程 は 、 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 か ら

液 肥 を 製 造 す る こ と は 困 難 で 、 実 際 的 で は な く 、 経 済 的 に 実 行 、 利 用 す る こ と が 難 し い 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

一 方 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 の 有 効 利 用 に は 特 開 ２ ０ ０ ６ － ２ ６ ５ ０ ５ ２ 号 公 報 に 貯 蔵 技 術 が

開 示 さ れ て い る が 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 の 保 存 に つ い て の も の で あ り 、 有 効 利 用 に つ い て の

も の で は な い 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ２ ６ ５ ０ ５ ２ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

現 在 の 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 か ら 液 肥 を 製 造 す る た め に は 複 雑 な 工 程 が 含 ま れ て い る の で

、 経 済 性 に 富 ん だ も の で は な い 。 ま た 現 在 の 方 法 で は 、 そ の 工 程 を お こ な う た め に 、 高 価

な 設 備 、 機 械 を 必 要 と す る 。 そ の 結 果 、 現 在 の 方 法 や 工 程 は 、 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 か ら

液 肥 を 製 造 す る こ と は 困 難 で 、 実 際 的 で は な く 、 経 済 的 に 実 行 、 利 用 す る こ と が 難 し い 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

本 発 明 は 、 堆 肥 化 可 能 有 機 性 廃 棄 物 か ら 、 次 の ス テ ッ プ に よ り 、 液 体 肥 料 (液 肥 ） と 、 同

時 並 行 的 に コ プ ロ ダ ク ツ を 作 り 出 す 方 法 に 関 す る も の で あ り 、 １ ． 堆 肥 化 可 能 有 機 性 廃 棄

物 を 堆 肥 化 で き な い 廃 棄 物 よ り 分 別 し 、 ２ ． 分 別 さ れ た 堆 肥 化 可 能 有 機 性 廃 棄 物 の 大 き さ

を 小 さ く し 、 ３ ． 事 前 に き め ら れ た 量 の メ タ ン 発 酵 消 化 液 を タ ン ク ・ 貯 水 槽 に 投 入 し 、 ４

． そ の メ タ ン 発 酵 消 化 液 の 入 っ た タ ン ク ・ 貯 水 槽 に 上 述 の 小 さ く な っ た 分 別 済 の 堆 肥 化 可

能 有 機 性 廃 棄 物 を あ る 比 率 に て 投 入 し 、 ５ ． そ の メ タ ン 発 酵 消 化 液 の 入 っ た タ ン ク 貯 水 槽

に 上 述 の 小 さ く な っ て 投 入 さ れ た 堆 肥 化 可 能 有 機 性 廃 棄 物 を 攪 拌 し 、 ６ ． そ の 結 果 得 ら れ

る 製 品 (液 肥 ） と 副 生 産 物 を 集 荷 、 分 別 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

第 １ の 発 明 は 、 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 の 大 き さ を 縮 小 し 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 に 対 し て 一 定

の 決 め ら れ た 比 率 の 範 囲 内 の 堆 肥 化 可 能 有 機 物 を タ ン ク 内 の メ タ ン 発 酵 消 化 液 中 に 投 入 し

、 堆 肥 化 可 能 有 機 物 と メ タ ン 発 酵 消 化 液 の 混 合 液 を 攪 拌 し 、 熟 成 さ せ 、 最 終 製 品 と 同 時 並

行 し て 生 産 さ れ る 副 生 産 物 を 分 別 、 集 荷 す る 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 か ら 液 肥 と コ プ ロ ダ ク

ツ を 生 産 す る 方 法 で あ る 。

第 ２ の 発 明 は 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 と 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 か ら 液 肥 と コ プ ロ ダ ク ツ を 生 産

す る 方 法 で あ っ て 、 以 下 に 示 す 工 程 よ り な る 。

堆 肥 化 不 可 廃 棄 物 と 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 を 分 別 す る 工 程

分 別 さ れ た 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 の 大 き さ を 縮 小 す る 工 程

事 前 に 決 め ら れ た 量 の メ タ ン 発 酵 消 化 液 を 、 タ ン ク ・ 貯 水 槽 に 投 入 す る 工 程

そ の タ ン ク ・ 貯 水 槽 に 一 定 の 決 め ら れ た 比 率 の 範 囲 内 の 分 別 さ れ 微 細 化 し た 堆 肥 化 可 能 余

剰 有 機 物 を 一 定 の 間 隔 で （ 日 々 ） 投 入 す る 工 程

そ の 分 別 さ れ 微 細 化 し た 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 と メ タ ン 発 酵 消 化 液 の 貯 水 槽 の 混 合 液 を 一

定 の 間 隔 で （ 日 々 ） 攪 拌 す る 工 程

そ し て 、 最 終 製 品 と 同 時 並 行 し て 生 産 さ れ る 副 生 産 物 を 集 荷 、 分 別 す る 工 程

第 ３ の 発 明 は 、 第 １ ま た は 第 ２ の 発 明 に お い て 、 タ ン ク ・ 貯 水 槽 に お け る 混 合 液 の Ｐ Ｈ を

中 性 域 （ PH６ ̶ ８ ） に 維 持 す る 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 か ら 液 肥 と コ プ ロ ダ ク ツ を 生 産 す る

方 法 で あ る 。

第 ４ の 発 明 は 、 第 ２ ま た は 第 ３ の 発 明 に お い て 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 に 対 す る 堆 肥 化 可 能 余

剰 有 機 物 量 を ０ ． １ － ２ ０ 質 量 ％ の 範 囲 と す る 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 か ら 液 肥 と コ プ ロ ダ
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ク ツ を 生 産 す る 方 法 で あ る 。

第 ５ の 発 明 は 、 第 ２ ～ 第 ４ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 に 対 す る 堆 肥 化

可 能 余 剰 有 機 物 量 を ０ ． １ － １ ０ 質 量 ％ の 範 囲 と す る 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 か ら 液 肥 と コ

プ ロ ダ ク ツ を 生 産 す る 方 法 で あ る 。

第 ６ の 発 明 は 、 第 ２ ～ 第 ５ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 タ ン ク ・ 貯 水 槽 に お け る 、 濃 縮 さ

れ た メ タ ン 発 酵 消 化 液 と 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 に ０ ． １ － １ ０ 質 量 ％ の 範 囲 で 水 分 を 加 え

て 実 行 す る 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 か ら 液 肥 と コ プ ロ ダ ク ツ を 生 産 す る 方 法 で あ る 。

第 ７ の 発 明 は 、 第 １ ～ 第 ６ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 を 切 断 機 (

シ ュ レ ッ ダ ー ） ま た は /お よ び 、 粉 砕 機 (ク ラ ッ シ ャ ー ） に よ り 、 細 か く す る 堆 肥 化 可 能 余

剰 有 機 物 か ら 液 肥 と コ プ ロ ダ ク ツ を 生 産 す る 方 法 で あ る 。

第 ８ の 発 明 は 、 第 １ ～ 第 ７ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 は ア ル コ ー ル 工

場 の 廃 液 と 汚 泥 か ら つ く ら れ る 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 か ら 液 肥 と コ プ ロ ダ ク ツ を 生 産 す る

方 法 で あ る 。

第 ９ の 発 明 は 、 第 １ ～ 第 ８ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 は ア ル コ ー ル 工

場 の 廃 液 と 汚 泥 か ら つ く ら れ る 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 か ら 液 肥 と コ プ ロ ダ ク ツ を 生 産 す る

方 法 で あ る 。

第 １ ０ の 発 明 は 、 第 １ ～ 第 ９ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 副 生 産 物 は ミ ミ ズ 堆 肥 製 造 の 原

料 と し て ミ ミ ズ 培 地 で 餌 と な る 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 か ら 液 肥 と 副 生 産 物 を 生 産 す る 方 法

で あ る 。

第 １ １ の 発 明 は 、 第 １ ～ 第 １ ０ の い ず れ か の 発 明 に お い て 、 副 生 産 物 は 水 生 動 物 の 餌 と な

る ウ ジ で あ る 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 か ら 液 肥 と コ プ ロ ダ ク ツ を 生 産 す る 方 法 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

本 発 明 は 液 肥 を 製 造 す る 一 般 的 な 方 法 で あ る が 、 非 常 に 稀 有 な こ と は 、 安 く 、 簡 単 に 、 効

率 よ く 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 か ら 液 肥 と コ プ ロ ダ ク ツ が 製 造 出 来 る こ と で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ 】 図 １ は 本 発 明 の 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 よ り 液 肥 と コ プ ロ ダ ク ツ を 生 産 す る 一 般 的

な 工 程 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 本 発 明 の 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 よ り 生 産 さ れ た 液 肥 と コ プ ロ ダ ク ツ が ど の

よ う に 生 産 さ れ る か を 示 し た 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 を 実 行 す る た め の タ ン ク ・ 貯 水 槽 の 様 子 を 示 し た 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 実 施 例 】

【 ０ ０ １ ０ 】

本 発 明 の 第 一 の 目 的 は 、 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 か ら 液 肥 を 製 造 す る 簡 単 で 、 効 率 よ く 、 安

価 な 方 法 と す る こ と で 、 上 述 し た 現 在 の 方 法 の 技 術 的 問 題 点 、 非 効 率 性 を 解 決 す る も の で

あ る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 で は 、 簡 単 に 設 置 し 、 維 持 管 理 が で き る 堆 肥 製 造 用 の タ ン ク 、

貯 水 槽 だ け が 必 要 で 、 高 価 で 複 雑 な 設 備 、 機 械 は 必 要 と し な い 。

【 ０ ０ １ １ 】

本 発 明 の 次 の 目 的 は 、 現 在 利 用 さ れ て い る 方 法 で は 悪 臭 を 生 じ さ せ る が 堆 肥 化 可 能 有 機 廃

棄 物 か ら 、 液 肥 ・ コ プ ロ ダ ク ツ １ ５ を 作 り 出 し 方 法 で メ タ ン 発 酵 消 化 液 に よ っ て 、 堆 肥 化

可 能 有 機 廃 棄 物 １ ０ は 短 期 間 に 簡 単 に 効 率 よ く 分 解 さ れ る こ と で 、 悪 臭 を 周 辺 に 出 す こ と

を 抑 制 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

更 に 、 本 発 明 は 、 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 よ り 、 液 肥 （ LIQ UID)・ コ プ ロ ダ ク ツ ( CO-PRO D UC

TS) １ ５ を 簡 単 に 作 る こ と が で き る も の で あ る 。 こ れ ら の 、 本 発 明 が 、 よ り 優 れ て い る こ

と が 添 付 さ れ た 図 に よ っ て 明 ら か で 、 ま た 詳 細 に 理 解 で き る で あ ろ う 。

【 ０ ０ １ ３ 】

図 解 の 図 １ に 関 し て 、 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 １ ０ か ら 、 液 肥 （ LIQ UID)・ コ プ ロ ダ ク ツ １
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５ は 図 １ に 示 し た よ う な ス テ ッ プ で 製 造 さ れ る 。 下 記 は そ れ を 示 し た も の で あ る 。

a.堆 肥 化 不 可 有 機 性 廃 棄 物 と 堆 肥 化 可 能 有 機 性 廃 棄 物 を 分 別 す る 。

（ SEGRIG ATIO N)　 １ １

b.粉 砕 機 、 切 断 機 に よ っ て 、 分 離 さ れ た 堆 肥 化 可 能 有 機 性 廃 棄 物 の 大 き さ を 細 か く す る 　

（ CRUSHIN G/SCHRED DIN G) １ ２

c.メ タ ン 発 酵 消 化 液 が 投 入 さ れ た 堆 肥 製 造 用 の タ ン ク 、 貯 水 槽 に 細 か く な っ た 分 離 済 み 堆

肥 化 可 能 有 機 性 廃 棄 物 を 事 前 に 決 め ら れ た 率 で 投 入 す る 　 (FEEDIN G INTO CO MPOST TA N K P

O N D/DRU MS)　 １ ３

d.最 終 の 製 品 （ 液 肥 ） ・ コ プ ロ ダ ク ツ １ ５ を 分 離 回 収 す る （ SEPARATIN G/COLLECTIN G)　 １

４

【 ０ ０ １ ４ 】

図 ２ は 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 １ ０ か ら 製 造 さ れ た 液 肥 ・ コ プ ロ ダ ク ツ １ ５ の 講 成 を 示 し

た も の で あ る 。

主 生 産 品 は 嫌 気 性 活 動 （ 開 放 系 で あ り 、 完 全 な 嫌 気 性 環 境 で は な い ） に よ っ て 生 成 さ れ た

高 品 質 の 液 肥 １ ６ で あ る 。 こ れ は 、 浮 遊 物 （ FLO ATIN GS)１ ７ と ウ ジ (M A G G OTS)１ ８ が 同 時

に 生 産 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

浮 遊 物 １ ７ は ミ ミ ズ 培 地 (FEED TO VER MICULTURE)１ ９ に 与 え ら れ る 。 詳 し く い う と 、 浮 遊

物 は ,ミ ミ ズ 堆 肥 肥 料 (CO MPOST FERTILIZER) ２ ０ を 生 産 す る ミ ミ ズ 培 地 に 、 そ の 餌 と し て

与 え ら れ 、 ミ ミ ズ が 消 化 す る こ と の 出 来 る 餌 で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

主 た る 生 産 物 で あ る 、 高 品 質 の 液 肥 １ ６ は 、 主 と し て 農 作 物 、 特 に 農 場 や 庭 (FERTILIZER

FOR H O M E/G ARDEN)21 で ,生 産 さ れ る 果 実 、 野 菜 な ど に 利 用 さ れ る 。 一 方 、 ウ ジ （ M A G G OTS)

１ ８ に つ い て は 、 養 殖 池 (FISH PO N D)２ ２ の 餌 と し て 利 用 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

本 発 明 の 方 法 を 開 始 す る に あ た り 、 図 ３ で 示 し た よ う な タ ン ク ・ 貯 水 槽 Ｐ を 準 備 す る 。 タ

ン ク ・ 貯 水 槽 Ｐ は 、 コ ン ク リ ー ト の 床 Ｂ 、 底 の 部 分 Ｆ 、 側 壁 Ｗ か ら 構 成 さ れ ,上 部 は 開 放

式 Ｔ と な っ て い る 。 タ ン ク ・ 貯 水 槽 Ｐ を 清 掃 す る た め の 排 水 口 が 側 壁 Ｗ の 一 つ に つ け ら れ

る （ 図 で は 記 載 な し ） 堆 肥 化 用 の タ ン ク ・ 貯 水 槽 Ｐ は 、 コ ン ク リ ー ト 製 で 、 屋 根 付 の 設 備

が あ る こ と が 望 ま し い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

本 発 明 で は 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 に は 、 例 え ば 、 サ ト ウ キ ビ か ら の 抽 出 液 を ア ル コ ー ル 発 酵

を 行 っ た 廃 液 を メ タ ン 発 酵 を 行 っ た 消 化 液 が 使 用 で き る 。 こ の 場 合 は 、 組 成 の バ ラ ツ キ か

少 な い メ タ ン 発 酵 消 化 液 が 大 量 に 得 ら れ る 。 そ の 他 、 家 庭 、 飲 食 店 、 食 堂 、 ホ テ ル 、 小 売

り 店 （ ス ー マ ー マ ー ケ ッ ト 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 等 ） 卸 売 店 、 食 品 加 工 工 場 、 各 種 の 市

場 （ 青 果 物 市 場 、 魚 市 場 ） か ら の 廃 棄 物 、 農 場 、 畜 産 場 、 娯 楽 施 設 か ら の 堆 肥 化 可 能 有 機

廃 棄 物 を メ タ ン 発 酵 さ せ た 消 化 液 が 使 用 で き る こ と も も ち ろ ん で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

本 発 明 で は 、 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 １ ０ か ら ， 液 肥 ・ コ プ ロ ダ ク ツ １ ５ を 生 産 す る た め に

家 庭 、 飲 食 店 、 食 堂 、 ホ テ ル 、 小 売 り 店 （ ス ー マ ー マ ー ケ ッ ト 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア 等

） 、 食 品 加 工 工 場 、 各 種 の 市 場 （ 青 果 物 市 場 、 魚 市 場 ） か ら の 廃 棄 物 、 農 場 、 畜 産 場 、 娯

楽 施 設 か ら の 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 を 集 荷 す る こ と か ら 始 ま る 。 ま た 、 そ れ か ら 、 人 手 を

使 っ て 、 ま た は 、 従 来 型 の 機 械 に よ る 選 別 に よ っ て 、 堆 肥 化 不 可 廃 棄 物 を 取 り 除 く 。 そ の

分 別 さ れ た 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 １ ０ は 効 果 的 な プ ロ セ ス と 分 解 の た め に 小 さ な サ イ ズ に

す る 必 要 が あ る 。 こ れ は 粉 砕 、 切 断 の 設 備 に よ っ て 実 行 さ れ る の が 好 ま し い が 、 人 力 ま た

は 従 来 型 の 粉 砕 、 切 断 機 で も 構 わ な い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

次 の 工 程 は 、 事 前 に 決 め ら れ た 量 の メ タ ン 発 酵 消 化 液 を 、 タ ン ク ・ 貯 水 槽 Ｐ に 満 た す こ と

で あ る 。 メ タ ン 発 酵 消 化 液 が タ ン ク ・ 貯 水 槽 Ｐ が 満 た さ れ て い た ら 、 そ こ に 、 細 か く な っ

た 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 １ ０ を 投 入 す る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】

本 発 明 で は 、 事 前 に 準 備 投 入 さ れ た メ タ ン 発 酵 消 化 液 に 対 し て 決 め ら れ た 比 率 の 堆 肥 化 可

能 有 機 廃 棄 物 を 一 定 の 間 隔 で （ 日 々 ） 投 入 す る も の で あ る 。 そ し て 、 一 定 の 間 隔 で 攪 拌 す

る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

重 要 な こ と は 、 最 終 の 液 肥 ・ コ プ ロ ダ ク ツ １ ５ を 作 り 出 す た め に 、 タ ン ク ・ 貯 水 槽 Ｐ の 菌

の 活 動 を 維 持 す る 必 要 が あ る の で 、 一 定 の 間 隔 で 決 め ら れ た 比 率 の 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物

１ ０ を 投 入 す る こ と が 求 め ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

結 果 と し て 発 生 す る 製 品 、 液 肥 ・ コ プ ロ ダ ク ツ １ ５ は 、 高 品 質 の 液 肥 １ ６ 、 浮 遊 物 １ ７ 、

ウ ジ １ ８ で 、 こ れ ら は 直 ぐ に 使 用 す る の で あ れ ば 日 々 、 収 穫 、 更 に は 分 別 が 必 要 と な る 。

液 肥 ・ コ プ ロ ダ ク ツ １ ５ の 収 穫 は 人 力 ま た は 、 こ れ ま で 従 来 か ら の 機 械 に よ っ て 行 っ て も

良 い 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

更 に 重 要 な こ と は 、 タ ン ク ・ 貯 水 槽 Pに お け る 混 合 物 の Ｐ Ｈ が 中 性 域 （ PH６ － ８ ） で あ る

こ と で 、 こ の 判 定 は 、 こ れ ま で の 従 来 の 方 法 で 行 わ れ る 。 Ｐ Ｈ は メ タ ン 発 酵 消 化 液 と 、 そ

れ に 対 す る 一 定 の 比 率 に て 投 入 さ れ る 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 の 比 率 に 左 右 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

Ｐ Ｈ は 原 料 と な る 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 の 状 態 に よ り 変 化 す る が 、 こ の 範 囲 内 に 維 持 す る

こ と が 好 ま し い 。 Ｐ Ｈ が ６ 未 満 の 場 合 、 ま た 、 Ｐ Ｈ が ８ を 超 え る 場 合 は 、 反 応 が 遅 く な る

。 そ の た め 、 Ｐ Ｈ が ６ ～ ８ の 範 囲 に 入 る よ う に す る こ と が 好 ま し い が 、 や や 酸 性 、 ア ル カ

リ 性 の 場 合 （ Ｐ Ｈ が ５ ～ ９ ） で も 、 反 応 は 進 行 す る 。 メ タ ン 発 酵 消 化 液 の Ｐ Ｈ は 機 器 に よ

る 測 定 、 ま た は 、 表 面 状 態 （ 泡 の 発 生 状 態 等 ） に よ り 推 測 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

本 発 明 に お け る 、 も う 一 つ の 指 標 は 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 に 対 す る 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 10

の 実 用 範 囲 を ０ ． １ 質 量 ％ か ら ２ ０ 質 量 ％ と す る こ と で あ る 。 例 え ば 、 タ ン ク ・ 貯 水 槽 Ｐ

に メ タ ン 発 酵 消 化 液 を 、 １ ， ０ ０ ０ ｋ ｇ 準 備 す れ ば 、 （ １ ～ ） ２ ０ ０ ｋ ｇ 以 内 の 堆 肥 化 可

能 有 機 廃 棄 物 10を 、 そ の タ ン ク 貯 水 槽 Pに 一 定 の 間 隔 で 投 入 し て 攪 拌 す る こ と で あ る 。 こ

の 量 の 上 下 限 は 配 合 す る 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 10の 組 成 に よ り 異 な る 。 農 産 物 廃 棄 系 （ 葉

菜 、 オ ク ラ 等 ） の 植 物 性 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 の 場 合 の 上 限 が ２ ０ ０ ｋ ｇ で あ り 、 畜 産 系

の 廃 棄 物 の 割 合 が 増 加 す る と 、 上 限 値 は 低 く な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

植 物 性 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 に 、 畜 産 系 の 廃 棄 物 の 割 合 が 増 加 す る と 、 Ｐ Ｈ が 上 が る た め

、 投 入 の 上 限 値 は 低 く な る 。 こ の 場 合 の 指 標 は 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 に 対 す る 堆 肥 化 可 能 有

機 廃 棄 物 １ ０ の 実 用 範 囲 を ０ ． １ 質 量 ％ か ら １ ０ 質 量 ％ と す る こ と で あ る 。 例 え ば 、 タ ン

ク ・ 貯 水 槽 Ｐ に メ タ ン 発 酵 消 化 液 を 、 １ ， ０ ０ ０ ｋ ｇ 準 備 す れ ば 、 （ １ ～ ） １ ０ ０ ｋ ｇ 以

内 の 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 １ ０ を 、 そ の タ ン ク 貯 水 槽 に 一 定 の 間 隔 で 投 入 し て 攪 拌 す る こ

と で あ る 。 下 限 値 の ０ ． １ ％ は 、 そ れ 以 下 の 場 合 は 、 表 面 状 態 が メ タ ン 発 酵 は 進 ま な い た

め 、 お よ び 、 生 産 性 を 維 持 す る た め の 値 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

本 発 明 に お け る メ タ ン 発 酵 消 化 液 は ア ル コ ー ル 製 造 か ら の 廃 液 、 残 渣 に 由 来 し て い る こ と

が 望 ま し い 。 メ タ ン 発 酵 消 化 液 は 最 終 製 品 で あ る 液 肥 ・ コ プ ロ ダ ク ツ １ ５ を 生 産 す る た め

の 、 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物 １ ０ を 分 解 す る 微 生 物 群 を 含 ん で い る 。 堆 肥 化 用 タ ン ク ・ 貯 水

槽 Ｐ の な か で 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 と 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 １ ０ の 混 合 物 の 濃 度 が 上 昇 し た

場 合 の 調 整 は 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 に 対 し て 、 事 前 に 決 め ら れ た 率 の 水 を 混 合 物 に 投 入 す る

こ と が 、 本 発 明 の 方 法 で あ る 。 堆 肥 化 可 能 余 剰 有 機 物 の 混 合 物 の 濃 度 が 上 が り す ぎ る と 、

反 応 速 度 が 低 下 す る 。 水 の 比 率 は 、 事 前 に 決 め ら れ た メ タ ン 発 酵 消 化 液 の ０ ． １ － １ ０ 質

量 ％ の 範 囲 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

水 の 比 率 は 、 事 前 に 決 め ら れ た メ タ ン 発 酵 消 化 液 の ０ ． １ － １ ０ 質 量 ％ の 範 囲 は 、 １ ０ 質
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量 ％ 以 上 の 投 入 で は 希 釈 さ れ す ぎ 、 反 応 速 度 が 低 下 す る 。 下 限 値 の ０ ． １ 質 量 ％ は 、 実 質

的 な 作 業 能 率 を 考 慮 し た 値 で あ る 。 な お 、 投 入 は 複 数 回 に 分 け て 行 う こ と 、 攪 拌 し つ つ 行

う こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

こ れ ま で に 述 べ て 来 た タ ン ク ・ 貯 水 槽 Pに お け る 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 と 堆 肥 化 可 能 余 剰 有

機 物 １ ０ の 混 合 液 の 濃 度 は 伝 統 的 な 方 法 に て 調 べ る こ と も 可 能 で あ る し 、 混 合 物 に お い て

泡 の 発 生 が 減 少 す る こ と で も 、 判 断 が 可 能 で あ る 。 タ ン ク ・ 貯 水 槽 Ｐ の 中 の 濃 度 は 、 嫌 気

性 発 酵 （ 完 全 な 嫌 気 性 環 境 で は な い ） を 維 持 し て 、 求 め る 液 肥 ・ コ プ ロ ダ ク ツ １ ５ が 発 生

す る も の で な け れ ば な ら な い 。

【 ０ ０ ３ １ 】

本 発 明 を よ り 優 位 に す る た め に 変 更 す る こ と は 、 こ の 方 式 に お い て は 可 能 で あ る 。 本 発 明

は 、 幅 広 い 便 利 性 を も っ て い る の で 、 本 件 で し め さ れ た 事 例 に こ だ わ ら な い 。 す な わ ち 、

本 件 で 示 さ れ た 基 本 的 な 考 え 方 か ら 逸 脱 し な い 限 り 、 修 正 を す る こ と は 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

メ タ ン 発 酵 消 化 液 に は 、 ア ル コ ー ル 工 場 の 廃 液 と 汚 泥 か ら の 抽 出 液 を 用 い た が 、 こ れ に か

ぎ ら れ る も の で は な い 。 ア ル コ ー ル 工 場 の 対 象 物 は 、 ト ウ モ ロ コ シ 、 サ ト ウ キ ビ 、 各 種 醸

造 工 場 の 廃 液 、 汚 泥 か ら の 抽 出 液 も 使 用 可 能 で あ る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

分 解 能 力 の 確 認 の た め に 連 続 投 入 は せ ず に 、 設 定 後 の 変 化 と 、 そ の 液 体 で の 農 業 利 用 、 ミ

ミ ズ が 生 息 で き る 土 壌 が 確 保 さ れ て い る か ど う か （ ｏ ｅ ｃ ｄ の 化 学 物 質 の 残 存 度 の 影 響 調

査 の 方 式 に 近 い 方 法 で ） を 行 な っ た 。 （ 試 験 Ａ ）

結 果 を 表 １ ～ 表 ６ に 示 す 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ５ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ３ ６ 】
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ３ ７ 】

【 表 ４ 】

【 ０ ０ ３ ８ 】

【 表 ５ 】

【 ０ ０ ３ ９ 】

【 表 ６ 】
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【 ０ ０ ４ ０ 】

結 果 を 纏 め る と 以 下 の よ う に な る 。

１ ． 生 ゴ ミ を 粉 砕 し て メ タ ン 発 酵 消 化 液 に 投 入 す る と 、 分 解 が 進 む 。

２ ． そ の 状 況 は 泡 の 発 生 と い う 形 で 確 認 で き る 。

３ ． 繊 維 質 は 主 と し て 浮 遊 物 と な っ て 分 解 に 時 間 が か か る が 、 柔 ら か く な る 。 こ と に よ っ

て ミ ミ ズ の 餌 と し て 利 用 で き る こ と が 確 認 さ れ た 。

４ ． 浮 遊 物 を 順 じ 利 用 し て ゆ く こ と で 、 メ タ ン 発 酵 消 化 液 の 濃 度 は 下 が り 連 続 投 入 へ の 応

用 が 見 え て き た 。

５ ． 農 産 物 の 施 肥 に も 、 問 題 が な い よ う で あ る こ と が 確 認 さ れ た 。

６ ． ２ ５ 日 で 泡 の 発 生 が 少 な く な っ て い る こ と は 、 メ タ ン 発 酵 発 電 の 投 入 比 率 と 似 た よ う

な 数 値 で あ る 。 こ れ か ら 連 続 投 入 の 量 を 考 え る と ４ － ５ ％ が 一 つ の 指 標 に な る と 思 わ れ る

。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ４ １ 】

実 施 例 １ （ 試 験 Ａ ） の 結 果 よ り 連 続 投 入 に よ る 結 果 と 泡 の 発 生 、 Ｐ Ｈ の 変 化 を テ ス ト す る

。 （ 試 験 Ｂ ） そ の 結 果 を 表 ７ 、 表 ８ に 示 す 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

【 表 ７ 】

【 ０ ０ ４ ３ 】

【 表 ８ 】

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

実 施 例 １ （ 試 験 Ａ ） を ふ ま え て 、 通 常 の 家 庭 よ り の 生 ゴ ミ (各 種 の も の が 混 じ っ て い る ）

を 分 解 テ ス ト し た 。 粉 砕 機 は 、 小 型 の も の で 、 ペ ー ス ト 状 に は な ら ず 、 切 断 さ れ た よ う な

状 態 で あ る 。 結 果 を 表 ９ 、 表 １ ０ に 示 す 。

【 ０ ０ ４ ５ 】
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【 表 ９ 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

【 表 １ ０ 】

【 ０ ０ ４ ７ 】

上 記 の ３ つ の 試 験 結 果 （ 実 施 例 1～ ３ ） よ り 、 以 下 の 結 論 を 得 た 。

１ ． 生 ゴ ミ 、 余 剰 有 機 物 を メ タ ン 発 酵 消 化 液 で 分 解 す こ と は 可 能 で あ る 。

２ ． 分 解 が 可 能 な 物 質 を 分 別 し て 、 で き る こ と な ら ば ペ ー ス ト 状 に す り つ ぶ す こ と が 望 ま

し い が 、 機 械 の 設 置 の 問 題 な ど で 、 切 断 だ け で も 行 う こ と で 効 果 が あ る 。

３ ． メ タ ン 発 酵 消 化 液 と 物 質 の 接 触 面 積 を 増 や す た め に 切 断 、 粉 砕 が 必 要 で あ る が 、 同 時

に 適 度 な 攪 拌 を す る こ と は 必 要 で あ る 。

４ ． 分 解 の 活 動 は 泡 が 発 生 し て い る こ と で 確 認 す る こ と が 出 来 る 。 分 解 が 進 ん で 完 了 す る

と 、 泡 の 発 生 が 止 ま る 。 再 度 投 入 を す る と 、 泡 の 活 性 が 再 開 す る こ と も 確 認 で き て い る （

別 途 ） 。

５ ． Ｐ Ｈ を 中 性 域 に 保 つ こ と で 、 分 解 の 状 態 を 保 つ こ と が で き る 。

６ ． 取 り 出 し た 余 剰 メ タ ン 消 化 液 (拡 大 し た も の ） は 、 液 体 肥 料 と し て 野 菜 な ど に 与 え た

場 合 に 、 通 常 の 発 電 か ら 発 生 す る メ タ ン 発 酵 消 化 液 と 同 等 の 効 果 が 見 ら れ る 。

７ ． 浮 遊 物 は ミ ミ ズ 培 地 で 有 効 な 餌 と な る 。 こ れ は 適 度 に 残 っ た 繊 維 質 が 空 気 層 を 作 っ て

ミ ミ ズ の 侵 入 に 効 果 て き で あ る こ と と 、 ミ ミ ズ が 好 む Ｐ Ｈ の レ ベ ル に あ る こ と で あ る 。 腐

敗 菌 な ど が 多 い 場 合 は Ｐ Ｈ は 酸 性 が 強 く 、 ゴ ミ の 山 に ミ ミ ズ を 放 っ て も 中 に は 入 り 込 ま な

い 。 ミ ミ ズ が 入 り 込 む こ と 自 体 が 、 す で に 堆 肥 製 造 の 有 効 な 原 料 と な っ て い る こ と を 示 し

て い る と 考 え ら れ る 。

【 実 施 例 ４ 】

【 ０ ０ ４ ８ 】

５ ｍ × １ ． １ ｍ × 1.2ｍ （ 液 体 の 深 さ は ０ ． ８ ｍ ） の タ ン ク ・ 貯 水 槽 Ｐ に サ ト ウ キ ビ か ら

の ア ル コ ー ル 工 場 か ら の 廃 液 、 残 渣 か ら な る メ タ ン 発 酵 消 化 液 （ PH７ .5） を ４ ， ４ ０ ０ リ

ッ ト ル 投 入 し た 。 そ の 後 、 粉 砕 し た オ ク ラ く ず を 、 攪 拌 し つ つ ２ ０ ０ ｋ ｇ を 毎 日 投 入 し た

。 そ の 後 の １ 日 毎 の PHは 、 ７ ． ５ で 変 化 は な か っ た 。 最 初 の 投 入 後 か ら 20日 後 に オ ク ラ く

ず を 攪 拌 し つ つ ７ ０ ０ ｋ ｇ 投 入 し た 。 そ の 結 果 、 PHは 5.5を 計 測 し 泡 の 発 生 が 減 少 し た .不

純 物 と し て 石 灰 が 混 入 し 、 PHが 8.5に な り 泡 の 発 生 が 減 少 し た 。 （ 反 応 速 度 が 低 下 し た 。

）

【 実 施 例 ５ 】
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【 ０ ０ ４ ９ 】

そ の 後 、 タ ン ク ・ 貯 水 槽 Ｐ 内 よ り 、 液 肥 ・ コ プ ロ ダ ク ツ １ ５ を 抽 出 後 、 野 菜 （ キ ャ ベ ツ ）

： １ ０ ０ Kg、 オ ク ラ ： ２ ０ ０ Kg、 水 産 工 場 か ら の 廃 棄 物 （ 魚 の あ ら ） ： １ ０ ０ Kgを 投 入 し

た 。 こ の 場 合 に は 、 濃 度 が 上 昇 し た た め 、 泡 の 発 生 が 減 少 し た 。 そ の た め 水 ： １ ０ ０ ｋ ｇ

を 投 入 し 、 平 常 状 態 に 復 帰 さ せ た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ５ ０ 】

生 物 系 廃 棄 物 の 利 用 産 業 を 盛 ん に で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ １ 】

１ ０ 　 堆 肥 化 可 能 有 機 廃 棄 物

１ １ 　 分 別 （ SEGRIG ATIO N)

１ ２ 　 粉 砕 、 切 断 （ CRUSHIN G/SCHRED DIN G) １ ２

１ ３ 　 投 入 　 (FEEDIN G INTO CO MPOST TA N K PO N D/DRU MS)

１ ４ 　 分 離 回 収 （ SEPARATIN G/COLLECTIN G)　

１ ５ 　 液 肥 （ LIQ UID)・ コ プ ロ ダ ク ツ （ CO-PRO D UCTS）

１ ６ 　 液 肥 （ LIQ UID)

１ ７ 　 浮 遊 物 （ FLO ATIN GS)

１ ８ 　 ウ ジ (M A G G OTS)

１ ９ 　 ミ ミ ズ 培 地 (FEED TO VER MICULTURE)

２ ０ 　 ミ ミ ズ 堆 肥 肥 料 (CO MPOST FERTILIZER)

２ １ 　 農 場 や 庭 (FERTILIZER FOR H O M E/G ARDEN)

２ ２ 　 養 殖 池 (FISH PO N D)

Ｐ 　 　 タ ン ク ・ 貯 水 槽 　

Ｂ 　 　 コ ン ク リ ー ト の 床

Ｆ 　 　 タ ン ク ・ 貯 水 槽 の 底 の 部 分

Ｗ 　 　 タ ン ク ・ 貯 水 槽 の 側 壁

Ｔ 　 　 タ ン ク ・ 貯 水 槽 の 開 放 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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